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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　切断工具に取り付けられる切断用治具であって、

　　長尺状の切断対象物の端部が当接される板状部材であって、前記切断対象物が前記板

状部材の切断方向に平行な平面に当接し、切断方向に対して垂直な方向に前記切断対象物

を位置決めする板状部材と、

　　前記板状部材を前記切断工具の切断刃と平行に保持する保持部材と、

を備え、

　前記板状部材には厚さが異なる複数の段差部が形成され、

　当該板状部材を回転させることにより前記切断刃と前記板状部材との距離を調整するこ

とを特徴とする切断用治具。

【請求項２】

　前記板状部材が円盤状に形成されていることを特徴とする、

　請求項１に記載の切断用治具。

【請求項３】

　前記保持部材が前記板状部材と直交するシャフトを備え、

　前記板状部材が、前記シャフトに沿って移動することにより、前記板状部材と前記切断

刃との間の距離が調整可能であることを特徴とする請求項１または２に記載の切断用治具

。

【請求項４】
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　 前 記 シ ャ フ ト に 所 定 の 目 盛 り が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 断

用 治 具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 板 状 部 材 の 厚 さ が 異 な る 複 数 の 前 記 段 差 部 を そ れ ぞ れ 異 な る 色 と す る か 、 ま た は 材

質 を 異 な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 切 断 用 治 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 切 断 工 具 の 前 記 切 断 刃 に 磁 石 に よ り 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら

５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 切 断 用 治 具 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 板 状 部 材 が 前 記 板 状 部 材 の 法 線 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る 第 １ 部 材 お よ び 第 ２ 部 材 か ら

な り 、

　 前 記 第 １ 部 材 は 、

　 前 記 第 ２ 部 材 と 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 第 １ 面 に 前 記 段 差 部 を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 部 材 と 対 向 す る 側 の 第 ２ 面 に 前 記 段 差 部 と 等 し い 数 の 凹 部 を 有 し 、

　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 当 該 凹 部 に 係 合 す る 係 合 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２

お よ び ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 切 断 用 治 具 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 板 状 部 材 を 前 記 シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る 係 止 部 材 を 、 更 に 備 え る 請 求 項 ３ ま た は 請 求

項 ４ に 記 載 の 切 断 用 治 具 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 保 持 部 材 の 前 記 シ ャ フ ト に 形 成 さ れ た 凹 部 と 、 前 記 凹 部 に 嵌 合 す る こ と で 前 記 板 状

部 材 を 前 記 シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る 係 止 部 材 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た

は ４ に 記 載 の 切 断 用 治 具 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 係 止 部 材 は 、 ボ ー ル 、 お よ び ば ね か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 断

用 治 具 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 切 断 刃 と 、

　 長 尺 状 の 切 断 対 象 物 の 端 部 が 当 接 さ れ る 板 状 部 材 で あ っ て 、 前 記 切 断 対 象 物 が 前 記 板 状

部 材 の 切 断 方 向 に 平 行 な 平 面 に 当 接 し 、 切 断 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 前 記 切 断 対 象 物 を

位 置 決 め す る 板 状 部 材 と 、

　 前 記 板 状 部 材 を 前 記 切 断 刃 と 平 行 に 保 持 す る 保 持 部 材 と 、

と 、 を 備 え 、

　 前 記 板 状 部 材 に は 厚 さ が 異 な る 複 数 の 段 差 部 が 形 成 さ れ 、

　 当 該 板 状 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 切 断 刃 と 前 記 板 状 部 材 と の 距 離 を 調 整 す る こ

と を 特 徴 と す る 切 断 工 具 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 板 状 部 材 が 円 盤 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る

　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 切 断 工 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 切 断 用 治 具 、 特 に 、 切 断 工 具 に 取 り 付 け る 切 断 用 治 具 、 お よ び 切 断 工 具 に 関

す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 生 産 現 場 の 作 業 工 程 で は 、 リ ー ド 線 を 覆 う 収 縮 チ ュ ー ブ な ど の よ う な 切 断 対 象 物 を 必 要

に 応 じ て 所 望 の 長 さ で 切 断 す る こ と が あ る 。 従 来 は 、 作 業 者 が 定 規 と カ ッ タ ー ナ イ フ と を

用 い て 、 定 規 で 所 望 の 寸 法 を 測 り な が ら カ ッ タ ー ナ イ フ で 切 断 作 業 を 行 っ て い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 上 記 方 法 で は 、 非 効 率 で 切 断 さ れ た も の の 長 さ に も ば ら つ き が 生 じ や す い 。 さ ら に 、 カ

ッ タ ー ナ イ フ を 用 い る こ と に よ り 、 作 業 者 が 指 な ど を 切 る 危 険 性 が あ り 、 安 全 性 の 面 で も

問 題 が あ る 。 こ の た め 、 カ ッ ト 作 業 の 効 率 を 上 げ る た め の 工 具 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 Ｘ 型 切 断 ハ サ ミ が 開 示 さ れ て い る 。 当 該 Ｘ 型 切 断 ハ サ ミ に お い て は 、

倣 い 測 長 具 に よ っ て カ ッ ト 長 さ を 調 整 し た う え で 帯 状 型 材 の 端 を Ｖ 形 状 に カ ッ ト す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ２ ７ １ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う な 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 カ ッ ト 長 を 変 更 す る に は そ の 都 度

正 確 な 測 長 が 必 要 で あ り 時 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 素 な 構 成 で 、 切 断 対 象 物 を 効 率 よ く 所 定 の 長 さ に 切 断 す る こ と が で

き る 切 断 用 治 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 切 断 用 治 具 は 、 切 断 工 具 に 取 り 付

け ら れ る 切 断 用 治 具 で あ っ て 、 切 断 対 象 物 が 当 接 さ れ る 板 状 部 材 と 、 前 記 板 状 部 材 を 切 断

刃 と 平 行 に 保 持 す る 保 持 部 材 と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 簡 素 な 構 成 で 切 断 対 象 物 を 効 率 よ く 所 定 の 長 さ に 切 断 す る こ と が

で き 、 し か も 、 安 全 に 作 業 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 保 持 部 材 が 前 記 板 状 部 材 と 直 交 す る

シ ャ フ ト を 備 え 、 前 記 板 状 部 材 が 、 前 記 シ ャ フ ト に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 板 状

部 材 と 前 記 切 断 刃 と の 間 の 距 離 が 調 整 可 能 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 切 断 対 象 物 を 所 望 の 長 さ で 切 断 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト に 目 盛 り が 形 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 シ ャ フ ト に 目 盛 り を 形 成 し 、 作 業 者 が そ の 目 盛 り を 見 て カ ッ ト 長

を 所 望 の 長 さ に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 作 業 時 間 の 短 縮 、 ま た 作 業 者 の 負 担

軽 減 が 図 れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 が 円 盤 状 に 形 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 板 状 部 材 が 円 盤 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 作 業 者 は 安 全 に

作 業 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 に は 厚 さ が 異 な る 複 数 の 段

差 部 が 形 成 さ れ 、 当 該 板 状 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 切 断 刃 と 前 記 板 状 部 材 と の 距

離 を 調 整 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 板 状 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 切 断 刃 と 前 記 板 状 部

材 と の 距 離 を 調 整 で き 、 切 断 対 象 物 を 所 望 の 長 さ で 切 断 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 の 厚 さ が 異 な る 複 数 の 前 記

段 差 部 を そ れ ぞ れ 異 な る 色 と す る か 、 ま た は 材 質 を 異 な ら せ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 板 状 部 材 の 色 ま た は 材 質 は 、 段 差 部 毎 に 異 な る の で 、 作 業 者

に と っ て 、 切 断 長 の 確 認 が よ り し や す く な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 切 断 工 具 の 前 記 切 断 刃 に 磁 石 に よ り

取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 切 断 用 治 具 の 前 記 切 断 工 具 の 前 記 切 断 刃 へ の 着 脱 が 容 易 に な り 、

前 記 切 断 工 具 の 使 用 利 便 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 が 前 記 板 状 部 材 の 法 線 方 向

に 沿 っ て 対 向 す る 第 １ 部 材 お よ び 第 ２ 部 材 か ら な り 、 前 記 第 １ 部 材 は 、 前 記 第 ２ 部 材 と 対

向 す る 面 と は 反 対 側 の 第 １ 面 に 前 記 段 差 部 を 備 え 、 前 記 第 ２ 部 材 と 対 向 す る 側 の 第 ２ 面 に

前 記 段 差 部 と 等 し い 数 の 凹 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 は 、 当 該 凹 部 に 係 合 す る 係 合 部 材 を 備

え て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 板 状 部 材 が ２ 分 割 さ れ 、 重 ね 合 わ さ る 面 の 片 方 に 凹 部 が 形 成

さ れ 、 対 向 す る 面 に 鋼 球 等 の 係 合 部 材 を 埋 め 込 み 、 分 割 さ れ た ２ 枚 の 板 状 部 材 の 面 を 合 わ

せ る と 係 合 部 材 が 凹 部 に 係 合 し 、 第 １ 部 材 を 所 定 に 位 置 に 配 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 板 状 部 材 を 回 転 さ せ る だ け で 必 要 な 切 断 長 を 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 を シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る 係

止 部 材 を 、 更 に 備 え て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 保 持 部 材 の 前 記 シ ャ フ ト に 形 成 さ れ

た 凹 部 と 、 前 記 凹 部 に 係 止 す る 係 止 部 材 を さ ら に 備 え て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 用 治 具 に お い て 、 前 記 係 止 部 材 は 、 ボ ー ル 、 お よ び ば ね か

ら な っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 板 状 部 材 を シ ャ フ ト 上 の 所 望 の 位 置 に お い て 確 実 に 係 止 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 切 断 工 具 は 、 切 断 刃 と 、 切 断 対 象

物 が 当 接 さ れ る 板 状 部 材 と 、 前 記 板 状 部 材 を 前 記 切 断 刃 と 平 行 に 保 持 す る 保 持 部 材 と 、 を

備 え る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 切 断 工 具 と し て 安 価 な ハ サ ミ を 用 い る こ と が で き る た め 、 切 断 工

具 全 体 の コ ス ト 削 減 に も 有 利 で あ る 。 ま た 、 安 全 に 作 業 を 行 う こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 簡 素 な 構 成 で 切 断 対 象 物 を 効 率 よ く 所 定 の 長 さ に 切 断 す る こ

と が で き る 切 断 用 治 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】
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【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 切 断 用 治 具 が 取 付 け ら れ て い る 切 断 工 具 の 上

面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 切 断 用 治 具 が 取 付 け ら れ て い る 切 断 工 具 の 斜

視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 切 断 用 治 具 が 取 付 け ら れ て い る 切 断 工 具 の 斜

視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 切 断 用 治 具 の 板 状 部 材 の 細 部 構 成 を 説 明 す る

図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 切 断 用 治 具 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 切 断 用 治 具 の 板 状 部 材 の 細 部 構 成 を 説 明 す る

図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ５ に 係 る 切 断 用 治 具 の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ６ に 係 る 切 断 用 治 具 の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ７ に 係 る 切 断 用 治 具 の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 〔 実 施 形 態 １ 〕

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 切 断 用 治 具 ２ ０ が 取 付 け ら れ て い る 切 断 工 具 （ 本 実 施 形 態 で

は ハ サ ミ ） １ の 上 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 切 断 用 治 具 が 取 付 け ら

れ て い る 切 断 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。 ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 実 施 形 態 １ に 係 る

切 断 用 治 具 ２ ０ お よ び 切 断 工 具 １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 切 断 用 治 具 ２ ０ は 、 切 断 対 象 物 ３ ０ が 当 接 さ れ る 板 状 部 材 ２ １ と 、 板 状 部 材 ２ １ を 切 断

工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ と 平 行 に 保 持 す る 保 持 部 材 と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 保 持 部 材 は 板 状 部 材 ２ １ と 直 交 す る シ ャ フ ト ２ ７ を 備 え 、 板 状 部 材 ２ １ が 、 シ ャ フ ト ２

７ に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ り 、 板 状 部 材 ２ １ と 切 断 刃 １ ０ と の 間 の 距 離 が 調 整 可 能 で あ

っ て も よ い 。 例 え ば 、 保 持 部 材 は 、 シ ャ フ ト ２ ７ 、 固 定 ネ ジ ２ ４ 、 ガ イ ド ２ ５ 、 位 置 調 整

ネ ジ ２ ６ か ら 構 成 さ れ る 。 シ ャ フ ト ２ ７ は 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ の 一 方 に 設 け ら れ た

貫 通 穴 を 通 っ て 、 切 断 刃 １ ０ に 対 し て 直 交 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 シ ャ フ ト ２ ７

の 一 端 は 、 固 定 ネ ジ ２ ４ に よ っ て 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 板 状 部 材

２ １ は 、 シ ャ フ ト ２ ７ に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 即 ち 、 切 断 刃 １ ０ に 平 行 な 方 向 に 、 保 持 さ

れ て い る 。 板 状 部 材 ２ １ は 、 シ ャ フ ト ２ ７ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ

て い る 。 板 状 部 材 ２ １ が シ ャ フ ト ２ ７ 上 を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 切 断 刃 １ ０ と 板 状 部 材

２ １ の 間 の 距 離 が 調 整 可 能 と な る 。 ガ イ ド ２ ５ は 、 板 状 部 材 ２ １ が シ ャ フ ト ２ ７ に 沿 っ て

移 動 す る 際 に 、 位 置 決 め を す る 。 板 状 部 材 ２ １ と 切 断 刃 １ ０ の 間 に は 図 示 し な い が 、 ば ね

が 取 り 付 け ら れ て い て 、 板 状 部 材 ２ １ を ガ イ ド ２ ５ に 向 か っ て 付 勢 し て い て も よ い 。 ガ イ

ド ２ ５ に は 位 置 調 整 ネ ジ ２ ６ が 取 り つ け ら れ て い る 。 位 置 調 整 ネ ジ ２ ６ を 緩 め る と 、 板 状

部 材 ２ １ お よ び ガ イ ド ２ ５ が シ ャ フ ト ２ ７ に 沿 っ て 移 動 可 能 と な り 、 位 置 調 整 ネ ジ ２ ６ を

締 め る と 、 板 状 部 材 ２ １ の 移 動 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 上 記 切 断 用 治 具 ２ ０ を 用 い て 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を 切 断 す る 際 に は 、 位 置 調 整 ネ ジ ２ ６ を

緩 め て 、 板 状 部 材 ２ １ を シ ャ フ ト ２ ７ に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ と 板 状

部 材 ２ １ の 間 の 距 離 を 調 節 す る 。 板 状 部 材 ２ １ の 位 置 が 定 ま っ た ら 、 位 置 調 整 ネ ジ ２ ６ を

締 め て 、 板 状 部 材 ２ １ を シ ャ フ ト ２ ７ 上 で 固 定 す る 。 板 状 部 材 ２ １ を 固 定 し た ら 、 切 断 工

具 １ の 切 断 刃 １ ０ の 間 か ら 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を 挿 入 し 、 切 断 対 象 物 ３ ０ の 先 端 を 板 状 部 材

２ １ に 当 接 さ せ た 状 態 で 切 断 を 行 う 。 以 下 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を 繰 り 出 し て 、 先 端 を 板 状 部

材 ２ １ に 当 接 さ せ 、 同 様 に 切 断 作 業 を 繰 り 返 す 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】

　 板 状 部 材 ２ １ の 形 状 に つ い て 、 例 え ば 側 面 視 で 四 角 い 形 状 を 有 し て も よ い し 、 切 断 対 象

物 ３ ０ が 確 実 に 当 接 で き れ ば 他 の 適 正 な 形 状 を 有 し て も よ い 。 板 状 部 材 ２ １ の 材 質 に つ い

て 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 適 度 な 硬 さ が あ れ ば 、 金 属 で も よ い し 樹 脂 で も よ い 。 板 状 部 材 ２

１ の 材 料 と し て 樹 脂 を 用 い た 場 合 に は 、 安 価 に 製 造 す る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト を 抑 え る

こ と が で き る 。 ま た 、 切 断 対 象 物 ３ ０ の 一 例 と し て 、 例 え ば 加 熱 す る こ と に よ っ て 収 縮 す

る 収 縮 チ ュ ー ブ が 挙 げ ら れ る が 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 の 構 成 を 有 す る こ と に よ り 、 簡 素 な 構 成 で 切 断 対 象 物 の 切 断

長 を 調 節 す る こ と が で き 、 切 断 対 象 物 を 効 率 よ く 所 定 の 長 さ で 切 断 す る こ と が で き る 。 例

え ば 、 従 来 の よ う に 収 縮 チ ュ ー ブ を カ ッ タ ー ナ イ フ で 切 断 す る 場 合 に は 、 チ ュ ー ブ １ 個 当

た り を 切 断 す る の に 約 ４ ０ 秒 を 要 し 、 作 業 時 間 は 年 間 で 約 ２ ０ ０ 時 間 と な る 。 こ れ に 対 し

て 、 本 発 明 の 切 断 用 治 具 を 取 り 付 け た 切 断 工 具 （ ハ サ ミ ） で チ ュ ー ブ を 切 断 す る 場 合 に は

、 チ ュ ー ブ １ 個 当 た り 約 ２ 秒 で 切 断 す る こ と が で き る た め 、 作 業 時 間 は 年 間 １ ０ 時 間 に 短

縮 さ れ る 。 そ の 結 果 、 年 間 で １ ９ ０ 時 間 も の 作 業 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 大 幅 に 切 断

作 業 の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 更 に 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 作 業 者 が 安 全 に 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 障 が い

者 で あ っ て も 安 全 に 作 業 を 行 う こ と が で き 、 障 が い 者 に と っ て は 職 域 が 拡 が る こ と に 繋 が

る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 切 断 用 治 具 と 取 り 付 け た 切 断 工 具 は 、 右 手 で も 左 手 で も 使 用 す る

こ と が で き る た め 、 左 手 の 不 自 由 な 作 業 者 、 右 手 の 不 自 由 な 作 業 者 の い ず れ も 使 用 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 切 断 工 具 と し て 安 価 な ハ サ ミ に 取 り つ け て 使 用 す る こ と が

で き る た め 、 切 断 工 具 の 製 造 コ ス ト 削 減 に も 有 利 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 〔 実 施 形 態 ２ 〕

　 以 下 で は 、 実 施 形 態 ２ に つ い て 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 説 明 の 便 宜

上 、 上 記 実 施 形 態 に て 説 明 し た 部 材 と 同 じ 機 能 を 有 す る 部 材 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 記

し 、 そ の 説 明 を 繰 り 返 さ な い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 ２ に 係 る 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ が 取 付 け ら れ て い る 切 断 工 具 １ の 斜 視 図

で あ る 。 図 ４ は 、 実 施 形 態 ２ に お け る 板 状 部 材 ２ １ ａ の 詳 細 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 以 下

で は 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 、 実 施 形 態 ２ に 係 る 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 板 状 部 材 ２ １ ａ は 、 円 盤 状

に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 板 状 部 材 ２ １ ａ は 、 保 持 部 材 に よ っ て 、 切 断 工 具 （ 例 え ば 、 ハ サ ミ ） １ の 切 断 刃 １ ０ に

取 り つ け ら れ て い る 。 保 持 部 材 は 、 シ ャ フ ト ２ ７ ａ 、 ガ イ ド 、 固 定 ネ ジ 、 お よ び 位 置 調 整

ネ ジ （ 図 示 し な い ） か ら 構 成 さ れ る 。 シ ャ フ ト ２ ７ ａ は 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ に 設 け

ら れ た 貫 通 穴 に 取 り つ け ら れ 、 切 断 刃 １ ０ に 対 し て 、 直 交 す る 方 向 に 保 持 さ れ る 。 板 状 部

材 ２ １ ａ は 、 シ ャ フ ト ２ ７ ａ に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 即 ち 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ に 対

し て 平 行 な 方 向 に 保 持 さ れ る 。 板 状 部 材 ２ １ ａ は 、 図 示 し な い ば ね に よ っ て ガ イ ド に 向 か

っ て 付 勢 さ れ 、 ガ イ ド で 位 置 決 め さ れ る 。 板 状 部 材 ２ １ ａ は 、 位 置 調 整 ネ ジ を 緩 め る こ と

に よ っ て 、 シ ャ フ ト の 周 り を 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ４ は 、 図 ３ に お け る 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 板 状 部 材 ２ １ ａ の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図 で あ

る 。 以 下 で は 、 図 ４ を 参 照 し て 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 板 状 部 材 ２ １ ａ の 細 部 構 成 を 説 明 す

る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 板 状 部 材 ２ １ ａ に は 厚 さ が 異 な る 複 数 の 段
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差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ が 形 成 さ れ 、 板 状 部 材 ２ １ ａ を シ ャ フ ト ２ ７ ａ の 周 り

で 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 切 断 刃 １ ０ と 板 状 部 材 ２ １ ａ と の 距 離 を 調 整 す る こ と が で き る

。 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ は 、 例 え ば 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ か ら の 距 離

が そ れ ぞ れ ７ ｍ ｍ 、 ８ ｍ ｍ 、 ９ ｍ ｍ に 保 持 さ れ て い る 。 板 状 部 材 ２ １ ａ を 回 転 さ せ 、 切 断

刃 １ ０ に 対 向 す る 板 状 部 材 ２ １ ａ の 面 が 、 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ に 変 更 さ

れ る こ と に よ っ て 、 切 断 刃 １ ０ と 板 状 部 材 ２ １ ａ と の 距 離 を ７ ｍ ｍ 、 ８ ｍ ｍ 、 ま た は ９ ｍ

ｍ に 変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 使 用 方 法 は 、 実 施 形 態 １ の 切 断 用 治 具 ２ ０ と 同 様 で あ る 。 位 置 調 整

ネ ジ を 緩 め る こ と に よ っ て 、 板 状 部 材 ２ １ ａ を シ ャ フ ト ２ ７ ａ の 周 り に 回 転 さ せ 、 切 断 刃

１ ０ に 対 向 す る 段 差 部 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 切 断 刃 １ ０ と 板 状 部 材 ２ １ ａ と の 距 離 、

即 ち 、 切 断 対 象 物 の 切 断 長 を 調 節 す る 。 板 状 部 材 ２ １ ａ の 位 置 が 定 ま っ た ら 、 位 置 調 整 ネ

ジ を 締 め る こ と に よ っ て 、 板 状 部 材 ２ １ ａ を シ ャ フ ト ２ ７ ａ 上 で 固 定 す る 。 板 状 部 材 ２ １

ａ を 固 定 し た ら 、 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ の 間 か ら 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を 挿 入 し 、 切 断 対 象

物 ３ ０ の 先 端 を 板 状 部 材 ２ １ ａ に 当 接 さ せ た 状 態 で 切 断 を 行 う 。 以 下 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を

繰 り 出 し て 、 先 端 を 板 状 部 材 ２ １ ａ に 当 接 さ せ 、 同 様 に 切 断 作 業 を 繰 り 返 す 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 円 盤 形 状 の 板 状 部 材 ２ １ ａ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 切 断 刃 １ ０

と 板 状 部 材 ２ １ ａ と の 距 離 を 調 整 で き 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を 所 望 の 長 さ で 切 断 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 図 ４ の 右 図 に 示 す よ う に 、 板 状 部 材 ２ １ ａ の 厚 さ が 異 な る 複 数 の 段 差 部 ２ ３ ａ 、

２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ を そ れ ぞ れ 異 な る 色 と し て も よ い 。 例 え ば 、 各 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３

ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ に 異 な る 塗 料 を 塗 布 し て も よ い し 、 板 状 部 材 ２ １ ａ の 材 料 が 樹 脂 で あ る

場 合 に は 、 樹 脂 の 成 形 工 程 に お い て 各 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ を 異 な る 色 に

成 形 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 板 状 部 材 ２ １ ａ の 色 は 、 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ 毎

に 異 な る の で 、 作 業 者 に と っ て 、 切 断 し た い 長 さ の 確 認 が よ り し や す く な る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 各 段 差 部 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 お よ び ２ ３ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 表 面 の 触 感 の 異 な る 材 料 か

ら 構 成 さ れ て い て も よ い 。 作 業 者 は 、 各 段 差 部 の 表 面 を 触 れ る こ と に よ り 、 切 断 対 象 物 の

切 断 長 の 確 認 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 上 述 の 説 明 の 中 、 ３ つ の 段 差 部 が 形 成 す る 例 を 挙 げ た が 、 段 差 部 の 数 は ３ に 限 定

さ れ ず 、 必 要 に 応 じ て 変 更 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 〔 実 施 形 態 ３ 〕

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 固 定 ネ ジ に よ り 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ を 切 断 工 具 １ に 取 り 付 け た 。 し

か し 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 切 断 工 具 １ へ の 取 付 方 法 は ネ ジ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ５

は 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 切 断 工 具 １ へ の 別 な 取 付 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ５ に

示 す よ う に 、 切 断 用 治 具 を 切 断 工 具 の 切 断 刃 に 取 り 付 け る 取 付 方 法 の 一 例 と し て 、 例 え ば

切 断 用 治 具 ２ ０ ａ 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ に 磁 石 ４ ０ に よ り 取 り 付 け る こ と が 挙 げ ら れ る

。 例 え ば 、 板 状 部 材 ２ １ ａ を 保 持 す る シ ャ フ ト ２ ７ ａ の 先 端 に 磁 石 ４ ０ を 取 り 付 け 、 磁 石

４ ０ を 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ に 吸 着 さ せ る こ と に よ り 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ を 切 断 工 具 １

の 切 断 刃 １ ０ に 取 り 付 け る 。 磁 石 ４ ０ と し て は 、 例 え ば 、 ネ オ ジ ム 磁 石 等 磁 力 の 強 い 磁 石

を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 切 断 工 具 １ の 切 断 刃 １ ０ へ の 着 脱 が 容 易 に な

り 、 切 断 工 具 １ の 使 用 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】

　 〔 実 施 形 態 ４ 〕

　 上 記 実 施 形 態 ２ で は 、 複 数 の 段 差 部 を 設 け た 切 断 用 治 具 の 板 状 部 材 は 、 ネ ジ に よ っ て 、

シ ャ フ ト の 周 り で の 回 転 を 係 止 す る 構 成 を 例 に し て 説 明 し た 。 本 実 施 形 態 で は 、 別 な 方 法

で シ ャ フ ト 回 り の 板 状 部 材 の 回 転 を 係 止 す る 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 実 施 形 態 ４ に

お け る 切 断 用 治 具 の 板 状 部 材 ３ １ ａ の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て

、 図 ６ に 示 す よ う に 、 板 状 部 材 ３ １ ａ は 、 法 線 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る 第 １ 部 材 ３ １ ０ お よ

び 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ か ら な る 。 第 １ 部 材 ３ １ ０ お よ び 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ は 、 と も に 、 円 盤 形 状

で あ る 。 第 １ 部 材 の 左 側 の 面 （ 第 １ 面 と す る ） が 、 切 断 工 具 の 切 断 刃 と 対 向 す る よ う に 配

置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 第 １ 部 材 ３ １ ０ は 、 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ と 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 第 １ 面 に 段 差 部 を 備 え 、

第 ２ 部 材 ３ ２ ０ と 対 向 す る 側 の 第 ２ 面 に 段 差 部 と 等 し い 数 の 凹 部 ３ ３ ０ を 有 す る 。 第 １ 面

と は 反 対 側 の 、 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ と 対 向 す る 第 ２ 面 に 段 差 部 と 等 し い 数 の 凹 部 ３ ３ ０ を 有 し

、 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ は 、 凹 部 ３ ３ ０ に 係 合 す る 係 合 部 材 ３ ４ ０ を 備 え る 。 凹 部 ３ ３ ０ は 、 例

え ば 、 Ｖ 字 型 の 溝 で あ っ て も よ く 、 係 合 部 材 ３ ４ ０ は 、 鋼 球 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 各 段

差 部 は 、 異 な る 色 で 着 色 さ れ て い て も よ く 、 又 は 、 表 面 が 異 な る 材 質 で 作 成 さ れ て い て も

よ い 。 ま た 、 凹 部 ３ ３ ０ の 数 は 、 段 差 部 の 数 に 合 わ せ て 任 意 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 板 状 部 材 ３ １ ａ が ２ 分 割 さ れ 、 重 ね 合 わ さ る 面 の 片 方 に 凹 部 ３ ３

０ が 形 成 さ れ 、 対 向 す る 面 に 鋼 球 等 の 係 合 部 材 ３ ４ ０ を 埋 め 込 み 、 分 割 さ れ た ２ 枚 の 板 状

部 材 、 即 ち 、 第 １ 部 材 ３ １ ０ 、 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ の 面 を 合 わ せ る と 係 合 部 材 ３ ４ ０ が 凹 部 ３

３ ０ に 係 合 し 、 第 １ 部 材 ３ １ ０ を 所 定 の 位 置 で 係 止 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 板

状 部 材 ３ １ ａ の 第 １ 部 材 ３ １ ０ を 第 ２ 部 材 ３ ２ ０ に 対 し て 回 転 さ せ る だ け で 必 要 な 切 断 長

を 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 〔 実 施 形 態 ５ 〕

　 図 ７ は 、 実 施 形 態 ５ に お け る 切 断 用 治 具 ２ ０ ａ の 保 持 部 材 ２ ２ ａ の 細 部 構 成 を 説 明 す る

図 で あ る 。 本 実 施 形 態 ５ に お い て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 保 持 部 材 の シ ャ フ ト ２ ７ ｂ に 目

盛 り ２ ７ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 保 持 部 材 の シ ャ フ ト ２ ７ ｂ に 目 盛 り ２ ７ ０ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、

作 業 者 が そ の 目 盛 り ２ ７ ０ ｂ を 見 て 、 切 断 対 象 物 の カ ッ ト 長 を 所 望 の 長 さ に 設 定 す る こ と

が で き る 。 こ れ に よ り 、 作 業 時 間 の 短 縮 、 お よ び 作 業 者 の 負 担 軽 減 が 図 れ る 。 ま た 、 切 断

対 象 物 の カ ッ ト 長 を 任 意 の 長 さ に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 〔 実 施 形 態 ６ 〕

　 上 記 実 施 形 態 ３ で は 、 切 断 工 具 １ の 板 状 部 材 に 対 向 す る 側 の 面 に 磁 石 ４ ０ を 吸 着 さ せ て

、 切 断 用 治 具 を 切 断 工 具 に 取 り 付 け る 例 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定

さ れ る も の で は な く 、 磁 石 を 切 断 工 具 の 板 状 部 材 と 反 対 側 の 切 断 刃 の 表 面 に 吸 着 さ せ て 取

り 付 け て も よ い 。 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ６ に つ い て 図 ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 説

明 の 便 宜 上 、 上 記 実 施 形 態 に て 説 明 し た 部 材 と 同 じ 機 能 を 有 す る 部 材 に つ い て は 、 同 じ 符

号 を 付 記 し 、 そ の 説 明 を 繰 り 返 さ な い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 ６ に 係 る 切 断 用 治 具 の 取 付 方 法 、 保 持 部 材 の 細 部 構 成 を 説 明 す る 図

で あ る 。 本 実 施 形 態 ６ に お い て は 、 切 断 用 治 具 が 一 端 部 に 形 成 さ れ た 取 り 付 け 部 ４ ８ を 用

い て 、 磁 石 ４ ０ に よ り 切 断 工 具 １ の （ 図 ８ に お け る ） 左 側 の 切 断 刃 １ ０ の 左 側 面 １ ０ ａ 側

に 吸 着 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 切 断 用 治 具 の １ つ の 構 成 例 と し て 、 板 状 部 材 ４ １ ａ は 長 さ 調 節 部 ４ ９ を 介 し て シ ャ フ ト
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４ ７ ａ に 連 結 さ れ て い る 。 保 持 部 材 の シ ャ フ ト ４ ７ ａ に 形 成 さ れ た 凹 部 ４ ５ と 、 凹 部 ４ ５

に 係 止 す る 係 止 部 材 を 備 え て い て も よ い 。 ま た 、 係 止 部 材 は 、 ば ね ４ ３ お よ び ボ ー ル ４ ４

で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 長 さ 調 節 部 ４ ９ の 内 部 に は 、 ば ね ４ ３ お よ

び ば ね ４ ３ に 連 結 さ れ た ボ ー ル ４ ４ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ４ ７ ａ の （ 図 ８ の

） 上 面 に は 、 ほ ぼ 等 間 隔 に 複 数 の 凹 部 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ ー ル ４ ４ は ば ね ４ ３ に よ

っ て 下 方 に 向 か っ て 付 勢 さ れ て い る 。 板 状 部 材 ４ １ ａ が 長 さ 調 節 部 ４ ９ と と も に シ ャ フ ト

４ ７ ａ 上 を 移 動 す る 際 に は 、 ボ ー ル ４ ４ は 、 シ ャ フ ト ４ ７ ａ の 上 面 に よ っ て 上 方 に 押 し 付

け ら れ て い る 。 ボ ー ル ４ ４ が シ ャ フ ト ４ ７ ａ に 形 成 さ れ た 凹 部 ４ ５ の 何 れ か に 位 置 す る と

、 ば ね ４ ３ に よ り 下 方 に 付 勢 さ れ て い る ボ ー ル ４ ４ は 凹 部 ４ ５ に は ま り 込 み 、 板 状 部 材 ４

１ ａ は シ ャ フ ト ４ ７ ａ 上 で 係 止 さ れ る 。 保 持 部 材 の シ ャ フ ト ４ ７ ａ の 形 状 は 任 意 で あ る が

、 例 え ば 、 シ ャ フ ト ４ ７ ａ の 長 さ 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 、 多 角 形 形 状 で あ っ て も よ い

。 ま た 、 シ ャ フ ト ４ ７ ａ に 形 成 さ れ る 凹 部 ４ ５ の 数 お よ び 配 置 は 任 意 で あ っ て よ い 。

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 板 状 部 材 ４ １ ａ を 保 持 部 材 ４ ２ ａ の シ ャ フ ト ４ ７ ａ に 沿 っ て 移 動

さ せ る こ と に よ り 、 切 断 刃 １ ０ と 板 状 部 材 ４ １ ａ と の 距 離 を 調 整 で き 、 切 断 対 象 物 ３ ０ を

所 望 の 長 さ で 切 断 す る こ と が で き る 。 ま た 、 係 止 部 材 と し て 安 価 な 部 材 を 用 い る こ と が で

き る た め 、 切 断 用 治 具 の コ ス ト 削 減 に も 有 利 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 〔 実 施 形 態 ７ 〕

　 上 記 実 施 形 態 ６ で は 、 板 状 部 材 を シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る た め の 機 構 と し て 、 凹 部 と ボ ー

ル 等 の 係 止 部 材 を 用 い る 場 合 を 例 に し て 説 明 し た 。 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な

く 、 板 状 部 材 を シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る た め の 機 構 と し て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ネ ジ ５ ３ を

用 い て も よ い 。 板 状 部 材 ５ １ ａ は 、 長 さ 調 節 部 ５ ９ を 介 し て 、 シ ャ フ ト ５ ７ ａ に 連 結 さ れ

て い る 。 ネ ジ ５ ３ を 緩 め る こ と に よ っ て 、 板 状 部 材 ５ １ ａ は 、 シ ャ フ ト ５ ７ ａ 上 で 移 動 可

能 で あ り 、 ネ ジ ５ ３ を 締 め る こ と に よ っ て 、 板 状 部 材 ５ １ ａ を シ ャ フ ト ５ ７ ａ 上 で 係 止 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 本 実 施 形 態 ７ の 構 成 に よ れ ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 係 止 部 材 と し て ネ ジ ５ ３ を 用 い る の

で 、 実 施 形 態 ６ の 場 合 と 異 な り 、 図 ８ に 示 す シ ャ フ ト に 形 成 さ れ る 凹 部 ４ ５ を 省 略 す る こ

と が で き る 。 こ れ に よ り 、 係 止 部 材 と し て 安 価 な 部 材 を 用 い る こ と が で き 、 ま た シ ャ フ ト

５ ７ ａ に 凹 部 を 形 成 し な く て も 済 む の で 、 切 断 用 治 具 の 製 造 コ ス ト 削 減 に は よ り 有 利 で あ

る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 〔 そ の 他 の 実 施 形 態 〕

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 保 持 部 材 が 前 記 板 状 部 材 と 直 交 す る シ

ャ フ ト を 備 え 、 前 記 板 状 部 材 が 、 前 記 シ ャ フ ト に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 板 状 部

材 と 前 記 切 断 刃 と の 間 の 距 離 が 調 整 可 能 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト に 所 定 の 目 盛 り が 形 成 さ れ て

い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 が 円 盤 状 に 形 成 さ れ て い て も

よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 に は 厚 さ が 異 な る 複 数 の 段 差

部 が 形 成 さ れ 、 当 該 板 状 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 切 断 刃 と 前 記 板 状 部 材 と の 距 離

を 調 整 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 の 厚 さ が 異 な る 複 数 の 前 記 段

差 部 を そ れ ぞ れ 異 な る 色 と す る か 、 ま た は 材 質 を 異 な ら せ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 保 持 部 材 が 磁 石 に よ り 前 記 切 断 刃 に 取

り 付 け ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 が 前 記 板 状 部 材 の 法 線 方 向 に

沿 っ て 対 向 す る 第 １ 部 材 お よ び 第 ２ 部 材 か ら な り 、 前 記 第 １ 部 材 は 、 前 記 第 ２ 部 材 と 対 向

す る 面 と は 反 対 側 の 第 １ 面 に 前 記 段 差 部 を 備 え 、 前 記 第 ２ 部 材 と 対 向 す る 側 の 第 ２ 面 に 前

記 段 差 部 と 等 し い 数 の 凹 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 は 、 当 該 凹 部 に 係 合 す る 係 合 部 材 を 備 え

て い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 を 前 記 シ ャ フ ト 上 で 係 止 す る

係 止 部 材 を 、 更 に 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 保 持 部 材 の 前 記 シ ャ フ ト に 形 成 さ れ た

凹 部 と 、 前 記 凹 部 に 係 止 す る 係 止 部 材 を さ ら に 備 え て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ま た 、 上 記 一 側 面 に 係 る 切 断 工 具 に お い て 、 前 記 係 止 部 材 は 、 ボ ー ル 、 お よ び ば ね か ら

な っ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 上 記 の 構 成 の 切 断 工 具 に よ れ ば 、 切 断 用 治 具 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 本 発 明 は 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 種 々 の

変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合 わ せ て

得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 １ 　 切 断 工 具

　 １ ０ 　 切 断 刃

　 ２ ０ 、 ２ ０ ａ 　 切 断 用 治 具

　 ２ １ 、 ２ １ ａ 、 ３ １ ａ 、 ４ １ ａ 、 ５ １ ａ 　 板 状 部 材

　 ２ ２ 、 ２ ２ ａ 、 ４ ２ ａ 、 ５ ２ ａ 　 保 持 部 材

　 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ 　 段 差 部

　 ２ ７ 、 ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ 、 ４ ７ ａ 、 ５ ７ ａ 　 シ ャ フ ト

　 ３ ０ 　 切 断 対 象 物

　 ４ ０ 　 磁 石

　 ４ ３ 　 ば ね （ 係 止 部 材 ）

　 ４ ４ 　 ボ ー ル （ 係 止 部 材 ）

　 ４ ８ 　 取 り 付 け 部

　 ４ ９ 、 ５ ９ 　 長 さ 調 節 部

　 ５ ３ 　 ネ ジ （ 係 止 部 材 ）

　 ２ ７ ０ ｂ 　 目 盛 り

　 ３ １ ０ 　 第 １ 部 材

　 ３ ２ ０ 　 第 ２ 部 材

　 ３ ３ ０ 　 凹 部

　 ３ ４ ０ 　 鋼 球 （ 係 合 部 材 ）

10

20

30

40



(11) JP  7081637  B2  2022.6.7

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

10



(12) JP  7081637  B2  2022.6.7

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

早期審査対象出願

　　審査官　山内　康明

(56)参考文献　登録実用新案第３１５１１６０（ＪＰ，Ｕ）　　　

　　　　　　　特開２０１５－０４７４９０（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　実開昭６２－１７４８２１（ＪＰ，Ｕ）　　　

　　　　　　　実公平０５－０４３７５０（ＪＰ，Ｙ２）　　

　　　　　　　登録実用新案第３１７６０８１（ＪＰ，Ｕ）　　　

　　　　　　　特開２０１８－１７１６６１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　実開平０５－０１８４７３（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｂ２６Ｂ　　１３／２２

　　　　　　　Ｂ２６Ｂ　　２９／０６


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

